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指摘される。以下にそれらの概念を示すことにする 7） 。 
 知識（Knowledge）   通常はアカデミックな教科にのみ関係する。 
 科学（Science）   ドイツと異なり自然科学についてのみ言われる。 
 技術的（Technical）   イングランドの技術教育は肉体労働や地位の低い
occupationに不可避的に結びつく。 
 アカデミック（Academic）   分離された（高い特権を持つ）ものを意味する。 
 職業的（Vocational）   アカデミックと対比され，特定のoccupationの準備と関
係する。 
 スキル（Skills）   職人（craftsman）の身体的活動と結びつく。 

































がさらに推し進められた。ピオリとセーブル（M.J. Piore and C.F. Sabel）は，「専門化」，「分業化」，
「大量生産」に関連して次のように述べている。「大量生産体制における社会的分業の発展は，仕事の
設計とその実行の間に溝が設けられ，ほとんどすべての生産労働は，高度な専門化という用語によっ
て特徴づけられる 10） 」。 
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